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障
が
い
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も

地
域
で
共
に
暮
ら
す

　　

 

移
動
支
援
を
中
心
に
、
地
域
の
現
状
と
今
後
を
問
う
。

　
 

移
動
支
援
の
基
準
時
間
を
増
や
す
に
は
人
材
の
確
保
が
課

題
。
福
祉
人
材
の
確
保
と
し
て
、
国
立
市
の
地
域
参
加
型
介

護
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
検
証
を
始
め
た
。
障
害
者
福
祉
計
画
は
、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
拠
点
づ
く

り
と
活
動
の
場
の
充
実
、
参
加
促
進
、
意
思
決
定
支
援
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
自
立
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

 

避
難
行
動
要
配
慮
者
数
と
登
録
者
数
及
び
課
題
は
？ 

　

 

概
ね
２
万
人
の
う
ち
２
５
０
０
人
の
登
録
、
災
害
に
対
応

す
る
た
め
の
実
効
性
を
高
め
る
事
が
課
題
。

　

 

萩
山
公
園
内
の
ト
イ
レ
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

 

災
害
時
に
使
用
可
能
な
施
設
の
導
入
を
計
画
。
防
災
井
戸

に
接
続
し
た
井
戸
の
水
を
使
っ
て
水
力
発
電
し
た
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
と
防
災
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
夜
間
利
用
の

性
被
害
を
防
ぐ
対
策
も
進
め 

、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入

に
つ
い
て
も
喫
緊
に
検
討
す
る
。

 　
　

学
校
を
起
点
に
、
保
護
者
・
地
域
の
方
と
共
に
防
災
訓

練
を
継
続
し
、
地
縁
力
を
高
め 

る
よ
う
進
め
た
い
。

　

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
決
算
を
認
定
。
令
和
７
年

度
は
避
け
ら
れ
な
い
財
政
需
要
の
増
加
、
社
会
保
障
に
よ
る

市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
、
契
約
差
金
を

生
ま
な
い
予
算
精
度
の
向
上
を
望
む
。
こ
ど
も
計
画
策
定

を
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
、
学
校
と
協
力
し
た
生
活

実
態
調
査
を
実
施
。 性
暴
力
だ
と
気
づ
く
中
学
生
向
け
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
の
継
続
実
施
・
子
育
て
世
代
や
産
前
産
後

ケ
ア
事
業
な
ど
リ
ス
ク
を
抱
え
る
方
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
等
を
評
価
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
訪
問
支
援
と
施
策

に
当
事
者
の
声
の
反
映
を
要
望
。
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
に
よ
り
、
ハ

イ
リ
ス
ク
を
抱
え
る
人
た
ち
も
共
に
地
域
で
学
び
・
働
き
・

暮
ら
す
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
求
め
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号)

と
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計（
第
２
号)

の
み
反
対
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業（
第
２
号
）・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計（
第
２
号)

は
賛
成
。

障
害
児
者
が
社
会
的
に
自
立
す
る
権
利
を

保
障
す
る
仕
組
み
の
拡
充
を

一
般
質
問
よ
り

災
害
時
の
避
難
所
の
在
り
方
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
決
算
認
定
討
論

地
域
共
生
社
会
実
現
に
多
様
な
声
の
反
映
を
！

9/7  生活クラブ生協デポー東村山
のカフェスペースで、「香害パネル
展」開催。香害は悪意なき汚染「イ
ノセントポリューション」。合成
洗剤や柔軟剤で苦しむ「化学物質
過敏症」の人達がいることを知っ
てください。

7/12  山梨県中巨摩郡昭和町西
条小・押原中学校を視察
障害や国籍、不登校などを理由
に分けない教育を当たり前に実
践する学校の在り方を視察。こ
の成果を活かし、子ども達の個
別最適な学びの場を本市でも広
げていきたい。

はじめの一歩
カレンダー  

生活者ネットワーク　活動の柱と３つのルール 

１ 議員はローテーション 　２ 議員報酬は市民の活動資金に 　３ 選挙はすべて手作り  

原発はいらない　　戦争のない平和な暮らし　　多様性を認め人権を尊重する

　東京都が既に実施している補助制度に加え、学校給食費無償
化をする市町村の負担を軽減する財政支援拡充の発表を受け、
東村山市でも令和7年1月（令和6年度3学期）から、当面の間、市
立小・中学校の給食費無償化を実施する。アレルギー、その他の
疾患、宗教上配慮が必要等お弁当を持参する場合は、給食費材
料相当分を補助する。
　希望学級に通う児童生徒にも給食が支給されるよう、今後も
働きかけていきます。

小・中学校給食費無償化が実現
　「出資・経営・労働」をメンバー全員で担う協同労働が法的に
位置づいた「労働者協同組合法」が2020年12月に成立、2022
年に施行されました。これをうけ、生活クラブ生活協同組合の
店舗「*デポー東村山」の業務を受託し2006年から協同労働で
運営を行ってきている（一社）ワーカーズ・コレクティブ凛が、
一般社団法人を解散し労働者協同組合として新たな法人を設
立しました。この法の目的には「多様な就労機会の創出、地域の
需要に応じた事業の促進により、持続可能で活力ある地域社会
の実現に役立つこと」が明記されています。今後、労働者協同組
合法人による非営利市民事業が拡がり、多様な協同組合の連携
で豊かな地域づくりに繋がることが期待できます。　　　　　
　　　　　　　　　             *デポー東村山 住所/久米川町3丁目32‐44

東村山に「労働者協同組合」誕生!

市
長

私達の活動はボランティアで成り立っています。一人でも多くの方
にニュースをお届けしたく、ご近所にお届けしてくださる方を募集
しています。（薄謝あり）応援いただける方、お問い合わせは下記まで。
Tel＆Fax : 042-392-7677

一
般
会
計
補
正
予
算

Mail : hmy.net@hyper.ocn.ne.jp

●ニュースを届けてくださる方募集中！

●ニュースのメール配信をご希望の方も上記にご連絡ください。
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